注記（事業別財務諸表：情報化推進事業）
１．追加情報
（１）固定資産の減損の状況
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大阪府立イン

ターネットデータ

センター

土地

大阪市浪速区

幸町２丁目

390,000,000使用終了（売却） 137,500,000

大阪府立イン

ターネットデータ

センター

建物

大阪市浪速区

幸町２丁目

1,800,835,346使用終了（売却） 1,162,435,346

複数の固定資

産を一体として

行政サービスを

提供するものと

認めた理由

減損に至った経緯

減損損失額

（円）

帳簿価額と比較する正

味売却価額・使用価値

相当額の別とその算出

方法

摘要

減損損失額の算出方法の概要

減損後の

帳簿価額

（円）

正味売却価額（鑑定

評価額を採用）

帳簿価額を減額 ―

638,400,000

正味売却価額（鑑定

評価額を採用）

帳簿価額を減額 ―

用途 種類 場所

減損前の

帳簿価額

（円）

252,500,000


（２）その他財務諸表の内容を理解するために必要と認められる事項
①事業の概要
全庁的なＩＴ化を推進するための機器及び庁内ネットワークの整備、庁内情報通信基盤の管理・運用を図るほか、市町村との共同取組みや地域の情報化のための国・市町村等との連絡調整等を行っています。
　　②当該事業に関し説明すべき固有の事項
　　　○インターネットデータセンターの売却
　　　　平成24年4月1日ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰを廃止し、民間へ　事業譲渡したことにともなう売払代金の収入を計上しています。
　また、施設整備時に受け入れた国庫補助金（電気通信格差是正施設整備無利子貸付（同償還時補助金））について、総務省基準に基づき返納しました。
　　　　　　　売払収入　　　　８９０,９０４千円
　　　　　　　国庫補助返納金　2９６,９６８千円

